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ヨーロッパを訪

れた宮永は、パリで

最も美しいといわ

れるサント・シャペ

ル教会のステンド

グラスに魅了され、

それを機に光と色

を描く決意をしま

す。ステンドグラス

から注がれる崇高

な光と、そこから映

し出された女性像

との対比をどう描

くか。宮永は、様々

な技法を駆使し、試

行錯誤しながら自身の芸術を探求し続けました。 

ステンドグラスを背景に、陽の差す方を向いて佇む

女性は、柔らかで奥深い光を浴びて神秘的な雰囲気を

漂わせています。また、ふわふわと優しいタッチで描

かれた髪、首から胸元の透けるような肌、袖口のレー

スの繊細さは、女性の気品に満ちた美しさを一層際立

せています。 

宮永は 1970 年代後半になると、ステンドグラスを

取り入れた作品を多く描きました。煌びやかなドレス

と相まって、より絢爛
けんらん

豪華な画風は、後に躍動感あふ

れる女性群像へと発展し、「光と影の華麗なる世界」と

称される宮永芸術を確立しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 15回 しろひげ塾 塾生展 

10 月 28 日（火）～11 月 3 日（月・祝） 
10:00～17：00 （初日 13：00 から最終日 13：00 まで） 

スケッチ倶楽部しろひげ塾の第 15 回塾生展を開催します。 

１年間の修行の成果を原画でご覧になって下さい。 

蘭の会書道展 
11 月 8 日（土）～11 月 9 日（日） 
10:00～17:00 （最終日 16：00 まで） 

蘭の会書道展は今回で第 10 回となります。この節目の会に

向けて努力してきました。お楽しみいただければ幸いです。 

【諏訪市交流企画】 原田泰治の描いた 

 『ふるさとの旅路』 展 
11 月 15 日（土）～11 月 24 日（月・祝） 

10:00～17:00  
ま）  秦野美術協会の小作品展を会員展と名称を変え、美術芸

術を学ぶ会員の個性豊かな作品を展示致します。 

 

本市の姉妹都市である諏訪市との交流事業として、素朴
画で知られる原田泰治の作品展を開催します。 

 

 

 
12 月の市民ギャラリー展覧会の予定 

鶴巻デジタル写真教室（写真展） 

12 月 16 日（火）～12 月 21 日（日） 

常設展示室 市民ギャラリーのご案内

常設展示室 

宮永岳彦記念美術館だより 
発行/ 秦野市立 宮永岳彦記念美術館  〒257-0001 神奈川県秦野市鶴巻北 3-1-2 

TEL / FAX 0463-78-9100    

入場無料 

11  2025    月 

月 

《韻》 

表紙画》 

展示作品より今月の一点 

展示作品より今月の一

点 

 

観 覧 料 ・一般 300円（弘法の里湯利用者は 100 円引き） 

     ・高校生以下、障害者手帳をお持ちの方と介護の方１名は無料 

開館時間 ・午前 10 時から午後 7 時（入館は午後 6 時 30 分まで） 

◆ 小田急線鶴巻温泉駅より 
徒歩2分 

◆ 駐車場 弘法の里湯と共用 
40台 
１時間150円、以降30分 
ごとに 100円 

 

美術館へのアクセス 

1 1 月の休館日 ：4 日（火）  1 0 日(月)  1 7 日(月)  2 5 日(火)  

    
   
  

原田は日本全国を取材し、四季 

折々の風景や人々の営みを素朴で 

温かみのあるタッチで描きました。 

 今回の展示では、旅の情景や季 

節感あふれる作品を中心に展示し 

ます。ほのぼのとしたぬくもりを 

 感じてください。 

  

  

 

    

原田泰治の描く詩情豊かな世界 

 12月 13日（土）から新展示 

宮永岳彦の芸術 

 宮永作品を年代順に展示し、様々な作風の

作品を並行して制作した多才さをご紹介し

ます。宮永芸術の世界をお楽しみください。 

※ 市民ギャラリーの予約はインターネットで行うようになりました。 

※ 予約には事前に利用者登録が必要です。詳しくはＨＰをご覧ください。 

 

 

 


